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は
じ
め
に

近
年
、
地
球
規
模
で
の
森
林
減
少
・
劣
化
に
よ
る
環
境
破
壊
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
世
界
の
森
林
は
年
間
約
一
三
〇
〇
万
ヘ

ク
タ
ー
ル
減
少
し
て
い
る
（FA

O
 2010

）。
そ
の
影
響
は
生
物
多
様

性
を
減
退
さ
せ
て
お
り
、
一
九
七
〇
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
、

脊
椎
動
物
の
個
体
群
が
三
〇
％
も
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
る
（W

W
F 

2010

）。
ま
た
、
森
林
産
物
を
生
計
の
糧
と
し
て
い
る
周
辺
住
民
に
も

負
の
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
（W

RI 2005

）。
昨
今
で
は
、

森
林
減
少
が
地
球
温
暖
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
（IPCC 

2007

）、
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て
国
際
交
渉
の
場
で
議
論
が
進
め
ら
れ

る
に
至
っ
て
い
る
（
百
村 

二
〇
一
〇
）。
森
林
減
少
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
の
は
熱
帯
諸
国
で
あ
る
（FA

O
 2010

）。
東
南
ア
ジ
ア
に
お

い
て
も
、
森
林
減
少
が
継
続
的
に
続
い
て
い
る
が
、
同
じ
ア
ジ
ア
に

位
置
す
る
中
国
が
、
動
員
的
な
造
林
政
策
の
実
施
に
よ
っ
て
森
林
面

積
を
著
し
く
増
大
さ
せ
て
い
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る＊

１

。

東
南
ア
ジ
ア
の
ラ
オ
ス
も
、
森
林
減
少
が
続
い
て
い
る
国
の
一
つ

で
あ
る
。
森
林
率
は
、
一
九
八
二
年
の
四
九
％
か
ら
一
九
九
二
年
の

四
七
％
、
二
〇
〇
二
年
の
約
四
二
％
へ
と
年
々
減
少
し
て
お
り

（M
A

F/D
O

F 2005

）、
政
府
も
森
林
減
少
へ
の
対
応
策
が
環
境
保

全
に
と
っ
て
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
（D

O
F 

2005
）。
こ
れ
ら
森
林
減
少
の
原
因
に
つ
い
て
政
府
は
、
直
接
要
因

は
非
持
続
的
な
焼
畑
、
違
法
伐
採
、
商
品
作
物
に
よ
る
土
地
転
換
で

あ
り
、
背
景
要
因
は
貧
困
、
急
激
な
人
口
増
加
や
法
制
度
の
執
行
の

弱
さ
だ
と
見
な
し
て
い
る
（D

O
F 2005

）。

森
林
資
源
を
保
全
す
る
た
め
、
政
府
は
保
護
地
域
管
理
政
策
、
土

第
Ⅱ
部 
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
か
ら
浮
か
び
あ
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

地
域
住
民
に
よ
る
土
地
・
森
林
利
用
の
実
態
と
そ
の
変
遷

―
―
ラ
オ
ス
・
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
の
丘
陵
地
の
村
落
の
事
例

百
村
帝
彦
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地
森
林
管
理
事
業
、
生
産
林
管
理
事
業
、
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
プ
ラ
ス
実
証
活

動
な
ど
、
持
続
可
能
な
森
林
管
理
の
方
策
を
打
ち
出
し
て
い
る

（D
O

F 2005 ; D
O

F 2007

）。
こ
れ
ら
政
府
主
導
の
さ
ま
ざ
ま
な
森

林
管
理
方
策
が
試
行
さ
れ
る
一
方
で
、
地
域
住
民
に
よ
る
森
林
を
含

め
た
自
然
資
源
管
理
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
竹
田

（
二
〇
〇
一
）
は
、
ラ
オ
ス
北
部
に
お
い
て
、
一
定
の
焼
畑
休
閑
期

間
を
も
つ
こ
と
で
、
天
然
更
新
に
よ
っ
て
森
林
が
回
復
し
、
住
民
が

持
続
的
な
森
林
管
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
落

合
・
横
山
（
二
〇
〇
八
）、
横
山
（
二
〇
一
一
）
は
、
ラ
オ
ス
北
部

を
事
例
に
と
り
、
焼
畑
の
持
続
性
を
説
明
し
て
い
る
。

Saphangthong and K
ono

（2009

）
は
、
ウ
ド
ム
サ
イ
県
の
村
落

を
事
例
に
、
政
治
・
経
済
シ
ス
テ
ム
の
変
化
に
と
も
な
い
、
住
民
に

よ
る
土
地
利
用
の
変
遷
を
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
を
含
め
、
ラ
オ
ス
の
住
民
に
よ
る
森
林
管
理
に
関
す
る
研
究
は
、

北
部
の
丘
陵
・
山
岳
地
域
を
対
象
と
し
た
も
の
が
多
く
、
と
く
に
焼

畑
地
の
実
証
研
究
も
北
部
地
域
が
中
心
で
あ
る
。
一
方
南
部
で
は
、

焼
畑
と
地
域
住
民
の
生
計
に
関
す
る
事
例
を
取
り
扱
っ
た
実
証
的
研

究
は
限
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
本
研
究
は
、
ラ
オ
ス
南
部
に
お
い
て
焼
畑
を
生
業
と
す
る

村
落
を
対
象
に
地
域
住
民
に
よ
る
土
地
森
林
利
用
の
実
態
と
そ
の
変

遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
生
計
活
動
が
森
林
に
与

え
る
影
響
を
明
ら
か
に
す
る
。
事
例
と
し
て
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県

の
丘
陵
地
域
の
森
林
に
位
置
す
る
Ｋ
村
を
対
象
と
し
た
。

Ⅰ
研
究
方
法

調
査
は
、
ま
ず
対
象
村
落
の
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
ア
ー
ト
サ
ポ
ー

ン
郡
の
Ｋ
村
で
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
行
っ
た
。
全
世
帯
を
対
象
と
し

た
生
業
実
態
の
聞
き
取
り
調
査
、
村
長
、
古
老
や
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
村
の
有
力
者
層
へ
の
土
地
・
森
林
利
用
の
実
態
や
そ
の
規

則
、
歴
史
的
な
変
遷
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
。
村
の

土
地
・
森
林
利
用
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
空
中
写
真
や
地
形

図
を
利
用
し
、
村
の
古
老
を
中
心
と
し
た
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
、
対
象
村
落
の
土
地
・
森
林
形
態
を
把
握
す
る
た
め
、

村
の
焼
畑
地
、
天
水
田
や
乾
燥
フ
タ
バ
ガ
キ
科
林
と
落
葉
混
交
林
の

森
林
で
の
参
与
観
察
を
行
っ
た
。

ま
た
、
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
は
農
林
省
林
野
局
お
よ
び
普
及
局

で
、
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
で
は
農
林
省
下
部
組
織
の
県
農
林
局

（Provincial A
gricultural and Forestry O

ffi
ce: PA

FO

）
で
、

郡
レ
ベ
ル
で
は
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ン
郡
農
林
事
務
所
（D

istrict 
A

griculture and Forestry O
ffi

ce: D
A

FO

）
に
て
、
農
林
業
政

策
と
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
と
、
関
連
文
献
の
収
集

を
行
っ
た
。
現
地
調
査
は
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
と
二
〇
〇
二
年
一

一
月
に
実
施
し
、
二
〇
〇
四
年
一
月
と
二
〇
〇
六
年
三
月
に
補
足
調

査
を
行
っ
た
。

Ⅱ
調
査
対
象
地
の
概
要

調
査
対
象
地
の
Ｋ
村
の
あ
る
サ
ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
県
は
、
ラ
オ
ス
南

部
に
位
置
し
て
い
る
。
同
県
は
森
林
率
五
六
・
五
％
と
、
ラ
オ
ス
全

土
の
四
二
％
よ
り
も
高
い
（M

A
F/D

O
F 2005

）。
県
の
西
部
に
は
サ

ワ
ン
ナ
ケ
ー
ト
平
野
を
は
じ
め
水
田
適
地
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
中

部
か
ら
東
部
に
か
け
て
は
、
山
地
や
丘
陵
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
森
林
地
帯
が
国
レ
ベ
ル
で
制
定
さ
れ
た
保
護
地
域
と
生
産
林

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
丘
陵
地
帯
で
は
、
水
田
以
外
に
焼
畑
耕
作
が

み
ら
れ
る
が
、
近
年
で
は
ゴ
ム
や
ユ
ー
カ
リ
な
ど
商
業
栽
培
が
盛
ん

に
な
り
つ
つ
あ
る（D

O
F 2007 ; LIW

G 2009 ; N
A

FRI 2009 ; 

藤

田 

二
〇
一
二
）。
県
の
平
地
は
ラ
オ
ス
の
主
要
民
族
の
ラ
オ
族
や
プ
ー

タ
イ
族
が
占
め
て
い
る
が
、丘
陵
地
や
そ
の
周
辺
地
で
は
ブ
ル
族
、カ

タ
ン
族
、
ス
エ
イ
族
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
少
数
民
族
が
居
住
し
て
い
る
。

Ｋ
村
は
同
県
中
部
に
あ
る
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ン
郡
に
属
し
て
い
る
。

村
は
東
西
に
横
た
わ
る
プ
ー
サ
ン
ヘ
ー
山
地
の
尾
根
の
北
側
の
標
高

二
〇
〇
～
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
に
位
置
し
て
い
る
。
村
の
す
べ

て
の
領
域
が
保
護
地
域
に
含
ま
れ
て
い
る
（
図
１
）。
村
か
ら
郡
の

中
心
地
ナ
ー
ク
ッ
チ
ャ
ン
へ
は
、
プ
ー
サ
ン
ヘ
ー
山
地
の
徒
歩
道
を

越
え
て
南
に
約
三
〇
キ
ロ
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
村
の

北
側
約
五
キ
ロ
先
に
は
県
道
一
〇
号
線
が
通
っ
て
お
り
、
県
の
中
心

K 村

アートサポーン郡
中心地:ナークッチャン 

サワンナケート中心部
およびタイ国境へ 国道9号線

パラーン
サイ郡

ビラブリー郡
ピン郡

アートサポーン郡

ベトナム国境へ

セーポーン郡

：保護地域

：調査対象村Ｋ村

：郡の境界線

サワンナケート中心部
およびタイ国境へ

県道10号線

プーサンヘー山地

K村

D村

図１　サワンナケート県と調査対象村
（出所）地形図から筆者作成
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都
市
へ
は
こ
ち
ら
の
方
が
ア
ク
セ
ス
は
良
い
。
Ｋ
村
か
ら
県
道
一
〇

号
線
へ
は
、
乾
季
で
あ
れ
ば
自
動
車
も
通
行
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

り
、
県
道
沿
い
の
Ｄ
村
で
は
週
に
一
回
の
定
期
市
も
開
か
れ
、
住
民

た
ち
は
こ
こ
で
生
活
必
要
物
資
を
調
達
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

村
に
は
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
設
備
は
な
い
。
村
の
人

口
は
二
七
〇
人
で
世
帯
数
は
四
九
（
二
〇
〇
二
年
現
在
）
で
あ
り
、

住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
モ
ン
・
ク
メ
ー
ル
語
族
系
の
ブ
ル
族
で
、
五
世

帯
の
み
夫
婦
の
い
ず
れ
か
一
方
が
プ
ー
タ
イ
族
で
あ
る
。

村
の
主
な
生
業
は
水
田
耕
作
と
焼
畑
耕
作
で
あ
る
。
村
の
南
側
は

プ
ー
サ
ン
ヘ
ー
山
地
か
ら
連
な
る
落
葉
混
交
林
の
天
然
林
が
、
北
側

は
丘
陵
地
でG

hok

と
呼
ば
れ
る
乾
燥
フ
タ
バ
ガ
キ
科
林
が
広
が
っ

て
い
る
。
ブ
ル
族
は
、
か
つ
て
は
丘
陵
で
の
焼
畑
を
生
業
と
す
る
民

族
で
あ
っ
た
が
、
近
年
は
天
水
田
耕
作
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。
村

の
農
地
は
、
プ
ー
サ
ン
ヘ
ー
山
地
北
側
に
沿
っ
た
平
坦
な
集
水
域
周

辺
に
沿
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
水
利
の
良
い
盆
地
状
の
平
地
が

天
水
田
に
、
そ
の
周
辺
の
丘
陵
地
に
焼
畑
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
落

葉
混
交
林
に
農
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
非
木
材
森
林
産
物
（
Ｎ
Ｔ

Ｆ
Ｐ
）
の
採
取
は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
村
の
乾
燥
フ
タ

バ
ガ
キ
科
林
で
は
焼
畑
耕
作
が
行
わ
れ
て
い
る
個
所
も
あ
る
が
、
土

壌
に
岩
を
含
ん
で
い
る
場
所
が
多
く
、
耕
作
地
と
し
て
適
さ
な
い
土

地
が
多
い
。
こ
こ
で
も
タ
ケ
ノ
コ
や
キ
ー
シ
ー
と
呼
ば
れ
る
ダ
マ
ー

ル
樹
脂
な
ど
重
要
な
非
木
材
森
林
産
物
の
採
取
が
行
わ
れ
る
。

村
の
意
志
決
定
プ
ロ
セ
ス
は
、
村
長
・
副
村
長
な
ど
の
村
落
組
織

の
幹
部
が
事
案
に
対
し
て
議
論
を
行
い
、
そ
れ
に
対
し
て
長
老
会

（N
eohoom

）
が
意
見
を
述
べ
る
こ
と
で
決
ま
る
こ
と
が
多
い
。
住

民
の
生
計
に
大
き
く
関
与
す
る
事
項
や
援
助
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
重

要
事
項
の
検
討
は
、
そ
の
後
で
住
民
全
員
参
加
の
村
落
会
議
で
最
終

的
に
決
定
す
る
。
長
老
会
は
元
村
長
や
村
の
元
役
員
な
ど
有
力
者
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
Ｋ
村
で
は
村
長
が
最
も
権
力
を
持
っ
て
い
た

が
、
常
に
長
老
会
の
意
向
を
汲
み
な
が
ら
、
村
の
課
題
を
検
討
し
て

い
る
。

村
落
の
森
林
に
関
わ
る
事
業
は
、
住
民
か
ら
選
出
さ
れ
た
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（A

sasam
ak Pam

aiban

）
が
担
当
し
て
い
る
。
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
実
施
さ
れ
た
援
助
機
関
の
保

護
地
域
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
奨
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
村
落
で
保
護
地
域
や
森
林
管
理
に
関
す
る
業
務
が
行
わ
れ
る

際
に
従
事
し
た
り
、
援
助
機
関
や
地
方
森
林
事
務
所
と
の
パ
イ
プ
役

を
務
め
た
り
、
住
民
へ
の
事
業
の
周
知
を
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
る
。

Ⅲ
土
地
・
森
林
利
用
の
実
態
と
そ
の
変
遷

１
村
落
世
帯
の
生
計
の
実
態

ま
ず
、
村
に
居
住
す
る
四
九
世
帯
を
「
相
互
評
価
法
（W

ealth 
Ranking m

ethod
）」（Grandin BE: 1988

）
を
用
い
て
三
つ
の
経

済
階
層
に
区
分
し
た
。
具
体
的
に
は
、
村
の
有
力
者
層
の
間
で
、
村

で
の
豊
か
さ
の
基
準
を
決
め
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
各
世

帯
を
区
分
し
た
。
豊
か
さ
の
基
準
は
、「
年
間
を
通
し
て
コ
メ
が
足

り
て
い
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
コ
メ
が
十
分
足
り
て
い

る
Ａ
層
は
九
世
帯
（
一
八
・
四
％
）、
時
々
コ
メ
不
足
の
あ
る
Ｂ
層

が
一
九
世
帯
（
三
八
・
八
％
）、
常
に
コ
メ
が
不
足
し
て
い
る
Ｃ
層

が
二
一
世
帯
（
四
二
・
九
％
）
と
な
っ
た
。

次
に
、
各
世
帯
の
生
計
の
実
態
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た
（
表
１
）。
水
田
は
上
層
・
中
層
は
す
べ
て
の
世
帯
が
、
下
層
も

八
一
・
〇
％
の
世
帯
が
所
有
し
て
お
り
、
住
民
が
水
田
を
主
た
る
生

業
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
焼
畑
地
は
、
Ａ
層
の
七
七
・

八
％
の
世
帯
が
所
有
し
て
い
る
一
方
、
Ｂ
層
・
Ｃ
層
は
約
三
〇
％
強

の
世
帯
し
か
所
有
し
て
い
な
い
。
Ａ
層
は
水
田
に
加
え
て
焼
畑
で
も

コ
メ
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
乾
季
に
川
畔
を
利
用
し

て
菜
園
栽
培
し
て
い
る
世
帯
は
、
Ａ
層
が
四
四
・
四
％
、
Ｂ
層
一

五
・
八
％
、
Ｃ
層
四
・
八
％
と
、
こ
ち
ら
も
上
層
ほ
ど
多
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
上
層
の
世
帯
が
水
田
・
焼
畑
を
含
め

て
多
く
の
農
地
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

労
働
力
を
比
較
す
る
と
、
世
帯
あ
た
り
の
労
働
人
口＊

２

は
Ａ
層
が

四
・
三
人
で
Ｃ
層
が
二
・
四
人
と
、
世
帯
当
た
り
二
人
近
い
開
き
が

あ
る
。
ま
た
、
役
畜
で
あ
る
水
牛
に
関
し
て
は
、
世
帯
あ
た
り
Ａ
層

二
・
一
頭
、
Ｃ
層
〇
・
五
頭
と
一
・
五
頭
の
開
き
が
、
牛
は
世
帯
あ

た
り
Ａ
層
二
・
三
頭
、
Ｃ
層
〇
・
二
頭
と
二
頭
以
上
の
開
き
が
あ

経済階層 Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 合計
世帯数 9（18.4%） 19（38.8%） 21（42.9%） 49

世帯主の性別 男 9 18 14 41
女 0 1 7 8

人口 60 113 97 270
労働力者数 39 66 50 1155
世帯あたりの労働人口 4.3 3.5 2.4
他の世帯に生計依存している世帯 0 1 9 10

天水田 あり

9（100%） 19（100%） 17（81.0%） 45（91.8%）
多い

（1ha以上） 4（44.4%） 5（26.3%） 2（9.5%） 11（22.4%）

少ない
（1ha未満） 5（55.6%） 14（73.7%） 15（71.4%） 34（69.4%）

なし 0（0.0%） 0（0.0%） 4（19.0%） 4（8.2%）
焼畑地（所有世帯割合） 7（77.8%） 6（31.6%） 7（33.3%） 20（40.8%）
川畔沿いの菜園 4（44.4％） 3（15.8％） 1（4.8％） 8
牛（世帯あたり頭数） 21（2.3） 17（0.9） 4（0.2） 42（0.9）
水牛（世帯あたり頭数） 19（2.1） 30（1.6） 10（0.5） 59（1.2）
ニワトリ（世帯あたり羽数） 55（6.1） 76（4.0） 55（2.6） 186（3.8）
ブタ（世帯あたり頭数） 15（1.7） 21（1.1） 18（0.9） 54（1.1）
アヒル（世帯あたり羽数） 4（0.4） 0（0.0） 0（0.0） 4（0.1）

表１　K 村の各世帯の生計の実態

（出所）K 村での全世帯への聞き取り調査より作成
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る
。
労
働
人
口
・
役
畜
と
も
に
、
下
層
の
労
働
力
が
圧
倒
的
に
少
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
ニ
ワ
ト
リ
、
ブ
タ
、
ア
ヒ
ル
な
ど
小

型
家
畜
に
つ
い
て
も
、
下
層
に
行
く
ほ
ど
そ
の
保
有
頭
数
は
少
な
く

な
っ
て
い
る
。

Ｃ
層
の
二
一
世
帯
の
中
に
は
、
Ａ
層
・
Ｂ
層
に
属
す
る
親
や
子
供

な
ど
親
類
か
ら
食
糧
を
分
け
て
も
ら
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
世
帯

が
九
世
帯
い
る
。
こ
れ
ら
世
帯
の
中
に
は
、
水
田
も
焼
畑
も
所
持
し

て
い
な
い
五
世
帯
も
含
ま
れ
る
が
、
生
計
の
大
部
分
を
親
類
に
依
存

し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
、
他
の
世
帯
に
依
存
し
て
い
な
い
Ｃ
層

一
二
世
帯
は
、
す
べ
て
の
世
帯
が
水
田
を
所
有
し
て
い
る
が
、
そ
の

多
く
が
乾
燥
フ
タ
バ
ガ
キ
科
林
を
開
拓
し
た
比
較
的
新
し
い
も
の
で

あ
り
、
収
量
は
高
く
な
い
。
そ
の
た
め
、
う
ち
半
数
の
世
帯
は
焼
畑

も
所
有
し
て
い
る
。

２
非
木
材
森
林
産
物
（
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）
の
利
用

非
木
材
森
林
産
物
に
つ
い
て
は
、
各
階
層
と
も
盛
ん
に
利
用
し
て

い
る
（
表
２
）（
百
村 

二
〇
〇
三
）。
ゴ
イ
と
呼
ば
れ
る
ヤ
ム
イ
モ

（D
ipsola hispida

）
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
世
帯
が
採
取
し
て
い
る
。

ヤ
ム
イ
モ
は
雨
季
な
ど
コ
メ
不
足
の
時
期
に
コ
メ
と
と
も
に
蒸
し
て

食
す
も
の
で
あ
り
、
救
荒
食
と
な
る
（
百
村 

二
〇
〇
二
）。
ヤ
ム
イ

モ
は
コ
メ
不
足
の
と
き
に
し
か
食
さ
な
い
。
こ
れ
よ
り
、
調
査
年
に

コ
メ
が
足
り
て
い
た
世
帯
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
推
察
で
き

用途 採取地 Ａ層 Ｂ層 Ｃ層 合計

ヤムイモ 食用
Ghok
Turong
Turung

9 18 21 48
100.0% 94.7% 100.0% 98.0%

タケノコ 食用および
販売

Ghok
Turong
Turung

9 19 21 49
100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

ラタンシュート 食用および
食用

Turung
Turong

9 19 21 49
100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

ニャーング樹脂 販売
Turung
Taling 
Turung

6 12 9 27
66.7% 63.2% 42.9% 55.1%

ダマール樹脂
（キーシー） 販売 Ghok

5 8 5 18
55.6% 42.1% 23.8% 36.7%

ビルママホガニー樹皮
（シーシアット） 販売

1 1 1 3
11.1% 5.3% 4.8% 6.1%

表２　K 村で採取された非木材森林産物利用状況

（出所）K 村での全世帯への聞き取り調査より作成

る
。
通
常
の
年
は
、
半
数
以
上
の
世
帯
が
ヤ
ム
イ
モ
を
食
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
ノ
ー
マ
イ
と
呼
ば
れ

る
タ
ケ
ノ
コ
（Bam

busa sp.

）
も
す
べ
て
の
世
帯
で
採
取
し
て
い

た
。
タ
ケ
ノ
コ
は
日
常
的
に
食
卓
に
出
る
も
の
で
あ
る
が
、
調
査
年

は
コ
メ
不
足
に
よ
り
、
副
食
と
し
て
の
重
要
性
が
増
し
て
い
た
。
ラ

タ
ン
シ
ュ
ー
ト
も
す
べ
て
の
世
帯
で
採
取
し
て
い
た
。
こ
れ
も
食
用

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
物
々
交
換
用
や
販
売
用
と
し
て

も
採
取
す
る
。
調
査
年
は
、
コ
メ
不
足
で
あ
っ
た
た
め
、
採
取
量
が

多
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
は
、
住
民
に
と
っ
て
重

要
な
食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。

救
荒
食
と
し
て
重
要
な
ヤ
ム
イ
モ
で
あ
る
が
、
採
取
の
際
に
留
意

点
が
あ
る
と
い
う
。
イ
モ
は
地
中
深
く
に
生
育
し
て
い
る
が
、
そ
の

成
長
点
の
部
分
は
で
き
る
だ
け
取
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
地
中
に
残
す
よ

う
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
お
け
ば
、
ま
た
数
年
後
に
同
じ
根

茎
か
ら
の
イ
モ
の
成
長
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
彼
ら
自

身
が
身
に
付
け
て
い
た
持
続
的
な
資
源
利
用
方
法
で
あ
っ
た
（
百
村 

二
〇
〇
二
）。

ニ
ャ
ー
ン
グ
樹
脂
（Diptercarpus alatus

）
は
従
来
、
村
に
や
っ
て

き
た
仲
買
人
に
販
売
を
し
て
い
た
が
、
政
府
が
ニ
ャ
ー
ン
グ
の
未
加

工
品
の
輸
出
禁
止
を
決
め
た
後
は
買
い
付
け
が
な
く
な
り
、
販
売
用

と
し
て
の
需
要
が
激
減
し
た
。
そ
の
た
め
、
ニ
ャ
ー
ン
グ
樹
脂
の
採

取
活
動
は
大
幅
に
減
少
し
、
松
明
用
と
し
て
自
家
用
や
近
隣
村
へ
の

販
売
用
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
（
写
真
１
）。
キ
ー
シ
ー

と
呼
ば
れ
る
ダ
マ
ー
ル
樹
脂
（Shorea spp.

）
も
収
入
源
と
な
り
、
全

体
で
約
三
七
％
の
世
帯
が
採
取
し
て
い
る
。
ダ
マ
ー
ル
樹
脂
は
、
乾

燥
フ
タ
バ
ガ
キ
科
林
内
に
あ
る
が
、
樹
脂
を
産
出
し
て
い
る
樹
木
を

探
す
の
に
林
内
を
広
く
歩
か
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
だ
け
の
労
働
力
に

余
裕
が
あ
る
世
帯
や
必
要
性
の
あ
る
世
帯
が
採
取
に
出
向
い
て
い
る
。

３
土
地
お
よ
び
森
林
産
物
の
利
用
権

こ
こ
で
は
、
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
Ｋ
村

の
土
地
森
林
利
用
形
態
に
つ
い
て
述
べ
る
（
表
３＊

３
）。
Ｋ
村
の
土
地

森
林
類
型
は
焼
畑
を
中
心
に
考
え
る
と
理
解
し
や
す
い
。
コ
メ
を
産

す
る
農
地
と
し
て
の
焼
畑
地
のSharai

、
焼
畑
放
棄
地
のA

rui 

写真１　ニャーング樹脂より作成した松明
（出所）筆者撮影
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N
yom

、
そ
の
休
閑
と
し
て
の
二
次
林
のA

rui

とPatensao

で
あ

る
。
遷
移
段
階
が
よ
り
進
み
、
高
木
層
が
優
占
し
天
然
林
に
近
い
樹

高
ま
で
成
長
す
る
とT

urong

、
そ
し
て
極
相
と
し
て
の
落
葉
混
交

林
の
天
然
林
のT

urung

で
あ
る
。
焼
畑
地
と
焼
畑
休
閑
林
で
は
、

そ
の
土
地
と
地
上
部
に
あ
る
樹
木
は
焼
畑
耕
作
者
に
利
用
権
が
あ

る
。
た
だ
しPatensao

の
遷
移
が
進
ん
でT

urong

の
段
階
ま
で

放
置
さ
れ
る
と
、
耕
作
者
は
そ
の
土
地
の
利
用
権
を
放
棄
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
る
。
水
田T

alin

は
も
と
の
焼
畑
地
を
開
拓
し
て
お

り
、
焼
畑
地
の
別
形
態
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
水
田

内
に
お
い
て
も
そ
の
立
木
は
利
用
世
帯
に
利
用
権
が
属
す
る
。
水
田

は
、
元
の
植
生
に
よ
っ
てT

aling T
urong

とT
aling G

hok

と

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
い
水
田
はT

urong

が
元
の
植
生
で

あ
る
も
の
が
多
く
、
比
較
的
新
し
く
開
拓
し
た
水
田
はG

hok

が
多

い
。G

hok

に
は
、
ま
だ
占
有
さ
れ
て
い
な
い
土
地
が
多
く
あ
る

が
、
そ
れ
ら
が
岩
質
土
壌
のG

hok H
in

の
た
め
、
水
田
・
焼
畑
な

ど
の
可
耕
地
と
し
て
は
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
。

T
urong

、T
uruong

、G
hok

は
、
村
の
共
有
林
と
し
て
扱
わ

れ
る
。
共
有
林
の
樹
木
は
、
道
路
の
修
復
・
学
校
建
築
・
灌
漑
な
ど

村
の
公
共
事
業
に
供
す
こ
と
が
で
き
る
。
世
帯
が
こ
れ
ら
林
内
の
樹

木
の
利
用
を
希
望
す
る
場
合
、
住
居
の
建
設
な
ど
自
家
用
に
限
り
、

村
長
ら
の
合
意
を
得
た
上
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
Ｎ

Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
採
取
権
に
つ
い
て
は
、T

urung

、T
urong

、G
hok

だ

け
で
は
な
く
休
閑
林
や
農
地
に
お
い
て
も
、
村
の
住
民
で
あ
れ
ば
ど

ブル語 ラオ語 森林類型 利用権
保有者

NTFP の
採取権 樹木の権利

水田 Talin Turung Naa Dong MDF 土地利用者 採取者 土地利用者
Talin Ghok Naa Khok DDF 土地利用者 採取者 土地利用者

新規開拓水田 Talin Ghok Naa Sao Mai DDF 開拓者 採取者 土地利用者

焼畑地
1 年目 Sharai Pong

Hai MDF／DDF 土地利用者 採取者 土地利用者2 年目 Sharai Kulay
3 年目 Sharai Kuluy

焼畑放棄地 Arui Nyom Paa Lao Oon MDF／DDF 土地利用者 採取者 土地利用者
焼畑休閑地
（二次林）

疎 Arui Paa Lao MDF／DDF 土地利用者 採取者 土地利用者
密 Patensao Paa Lao Kae 土地利用者 採取者 土地利用者

落葉混交林
（密林）

疎 Turong Paa Dong MDF 村落 採取者 村落
密 Turung Paa Dong Dip MDF 村落 採取者 村落

乾燥
フタバガキ林

岩質なし Ghok Paa Khok DDF 村落 採取者 村落
岩質あり Paa Khok Hin DDF 村落 採取者 村落

精霊の森
（保護林）

Turung Gian
(Turung Put)

Paa Mahesak／
Paa Sagwan MDF 村落 採取禁止 利用禁止

墓の森 Pingkamui Paa Saa DDF 村落 採取禁止 火葬時のみ
居住地 Kute Wil

表３　K 村の土地森林類型と森林産物の利用権

（出所）K 村での聞き取り調査より作成
（注）MDF は落葉混交林を、DDF は乾燥フタバガキ科林を指す

こ
で
も
採
取
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
立
木
か
ら
樹
脂
を
採
取
す
る

ニ
ャ
ー
ン
グ
や
、
樹
皮
を
採
取
す
る
シ
ー
シ
ア
ッ
ト
（
ビ
ル
マ
マ
ホ

ガ
ニ
ー
／Pentacm

e burm
anica

）
に
関
し
て
は
樹
木
に
占
有
権

が
あ
り
、
そ
の
占
有
し
た
世
帯
の
み
が
利
用
で
き
る
。

ま
た
精
霊
の
森T

urung G
ian

と
墓
の
森Pingkam

ui

は
村
全

体
の
共
有
財
産
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
落
葉
混
交
林
と
乾
燥
フ
タ
バ
ガ

キ
林
の
極
相
林
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
禁
忌
の
取
り

決
め
が
あ
り
、T

urung G
ian

で
は
樹
木
・
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
と
も
に
誰

も
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。Pingkam

ui

で
は
、
火
葬
用
と

し
て
枯
死
木
の
み
が
利
用
可
能
で
あ
る
。

上
述
の
よ
う
に
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
は
、
占
有
権
の
あ
る
樹
木
と
宗
教
的
な

森
を
除
き
、
土
地
利
用
者
に
関
わ
ら
ず
、
村
落
住
民
で
あ
れ
ば
だ
れ

で
も
採
取
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
土
地
利
用
権
と
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
採

取
権
は
、
同
じ
場
所
で
も
異
な
る
権
利
関
係
が
あ
り
、
そ
の
重
層
利

用
が
な
さ
れ
て
い
る
。

４
土
地
・
森
林
利
用
の
変
遷

本
項
で
は
、
Ｋ
村
の
土
地
森
林
利
用
の
変
遷
を
、
古
老
ら
か
ら
の

聞
き
取
り
と
空
中
写
真
よ
り
明
ら
か
に
し
た
。
Ｋ
村
は
、
八
〇
年
ほ

ど
前
に
ド
ン
川
沿
い
の
平
坦
地
に
設
立
さ
れ
た
村
で
あ
る
（
図
２
・

①
）、
そ
の
後
、
村
は
や
や
上
流
域
（
図
２
・
②
）
へ
と
移
動
し
た

が
、
当
時
は
焼
畑
耕
作
を
生
業
と
し
、
非
木
材
森
林
産
物
を
採
取
し

て
生
計
を
立
て
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
九
四
〇
年
ご

ろ
、
村
内
で
伝
染
病
に
よ
る
住
民
の
大
量
死
が
お
こ
り
、
そ
れ
以
上

の
被
害
を
恐
れ
た
住
民
た
ち
は
プ
ー
サ
ン
ヘ
ー
山
地
を
降
り
、
谷
地

に
広
が
る
平
坦
地
の
Ｓ
村
近
く
に
居
住
地
（
図
２
・
③
）
を
移
動
さ

せ
た
。
Ｓ
村
は
プ
ー
タ
イ
族
を
主
体
と
し
た
村
で
あ
り
、
当
時
よ
り

水
田
耕
作
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
Ｋ
村
の
住
民
は
そ
の
居
住
地
周
辺

で
も
焼
畑
を
生
業
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
。
し
か
し
一
〇
年
ほ
ど
し

て
Ｓ
村
の
住
民
と
の
対
立
が
起
こ
り
、
村
は
も
と
あ
っ
た
プ
ー
サ
ン

ヘ
ー
山
地
へ
と
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。
民
族
間
の
考
え
の
相
違
が
対

立
の
原
因
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
染
病
の
あ
っ

た
も
と
の
居
住
地
に
戻
る
こ
と
を
避
け
、
現
在
の
Ｋ
村
の
位
置
に
村

を
移
動
さ
せ
た
（
図
２
・
④
）。
Ｋ
村
で
は
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
数
世

帯
に
よ
っ
て
水
田
耕
作
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ

の
き
っ
か
け
が
、
Ｓ
村
の
住
民
の
水
田
耕
作
を
観
察
し
て
い
た
こ
と

で
あ
っ
た
と
い
う
。

一
九
七
五
年
の
革
命
以
降
、
ベ
ト
ナ
ム
兵
に
よ
る
援
助
が
Ｋ
村
で

行
わ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
主
要
な
も
の
に
水
田
耕
作
へ
の

支
援
が
あ
っ
た
。
そ
の
支
援
の
後
、
Ｋ
村
で
は
水
田
面
積
が
拡
大
し
、

一
九
八
〇
年
代
に
は
多
く
の
世
帯
が
水
田
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
ご
ろ
か
ら
、
政
府
に
よ
る
焼
畑
抑
止
政
策
が

始
ま
り
、
水
田
拡
張
傾
向
は
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

水
田
増
加
に
反
比
例
す
る
形
で
、
焼
畑
地
は
減
少
し
て
い
っ
た
。

一
九
九
三
年
ご
ろ
、
村
の
北
側
に
県
道
一
〇
号
線
が
完
成
し
た
こ
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と
で
、
外
部
と
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
な
り
、
乾
季
に
は
村
に
自
動
車

が
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
、
村
に
仲
買
人

が
や
っ
て
き
て
、
木
材
伐
採
や
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
販
売
も
本
格
的
に
始

ま
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
一
九
九
八
年
に
行
政
よ
り
Ｋ
村
の
領
域

が
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
が
周
知
さ
れ
、
木
材
伐
採
が
禁
止

さ
れ
る
と
と
も
に
、
焼
畑
抑
止
へ
の
要
請
も
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た＊

４

。
ド
ン
川
周
辺
のT

aling D
ong

の
水
田
適
地
（
写
真
２
）

は
ほ
ぼ
開
き
つ
く
さ
れ
た
た
め
、
乾
燥
フ
タ
バ
ガ
キ
科
林
の
中
に
わ

ず
か
に
存
在
す
るT

aling G
hok

の
水
田
可
耕
地
を
少
し
ず
つ
増

や
し
て
い
く
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
農
地
の
水
田
転
換
の
結
果
、

ほ
と
ん
ど
の
世
帯
が
水
田
を
保
有
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。

写真2　Taling Dongの水田からプーサンヘー
山地方面のTurungの密林を望む  （出所）筆者撮影

次
に
空
中
写
真
を
利
用
し
て
Ｋ
村
の
過
去
四
〇
年
の
土
地
利
用
の

変
遷
を
、
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
で
確
認
し
な
が
ら
追
っ
て
み
た
。

ま
ず
、
一
九
五
八
年
の
土
地
利
用
で
は
、
村
を
東
西
に
流
れ
る
ド
ン

川
沿
い
と
そ
の
周
辺
に
、
焼
畑
地
と
そ
の
休
閑
地
が
広
が
っ
て
い
る

（
図
３
）。
し
か
し
こ
れ
ら
農
地
の
北
部
の
乾
燥
フ
タ
バ
ガ
キ
科
林
は

岩
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
農
地
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

ド
ン
川
に
隣
接
し
た
平
坦
地
に
は
、
わ
ず
か
に
水
田
も
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
よ
り
、
一
九
五
八
年
当
時
の
Ｋ
村
で
は
、
焼
畑
耕
作
が
農
業

の
中
心
で
あ
り
、
水
田
の
導
入
が
始
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
だ
と
い
え
る
。

次
に
、
一
九
九
八
年
の
土
地
利
用
で
は
、
村
の
東
西
を
流
れ
る
ド

ン
川
沿
い
に
水
田
が
広
が
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の

周
囲
に
焼
畑
地
や
休
閑
地
が
位
置
し
て
い
る
。
焼
畑
地
と
そ
の
休
閑

地
は
、
四
〇
年
前
と
比
較
し
て
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。
住
民
は
、

水
利
や
土
壌
が
よ
く
多
く
の
収
穫
が
期
待
で
き
る
集
水
域
に
あ
る
焼

畑
地
を
中
心
に
水
田
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
。
村
の
北
側
に
多
く
見

ら
れ
た
焼
畑
地
や
休
閑
地
は
、
休
閑
後
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
放
棄
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
（
図
４
）。

一
九
九
八
年
の
土
地
森
林
利
用
の
断
面
図
を
見
る
と
、
プ
ー
サ
ン

ヘ
ー
山
地
の
あ
る
村
の
南
側
は
、T

urung

と
呼
ば
れ
る
密
林
が
広

が
っ
て
い
る
（
図
５
）。
そ
し
て
、
ド
ン
川
沿
い
に
はT

aling 
D

ong

と
呼
ば
れ
る
水
田
が
、
そ
し
て
そ
の
水
田
の
周
囲
に
は

Sharay

の
焼
畑
地
やA

rui

やPatensao

の
焼
畑
休
閑
地
が
あ
る
。

村
を
北
側
に
行
く
と
、
焼
畑
休
閑
地
が
見
ら
れ
る
が
、
近
年
で
は
休

1 4 2

3

D村

K村

S村

ドン川

図２　調査対象村と村の移動の変遷
（出所）地形図から筆者作成

図３　1958年の K 村の土地森林利用
（出所）1958年の空中写真をもとに筆者作成

（凡例）■：焼畑と休閑地　□：水田　■：屋敷地
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北

乾燥フタバガキ科林
焼畑

休閑林

二次林

水田

密林

密林
水田

密林

南

休閑林
二次林

ドン川

図４　1998年の K 村の土地森林利用
（出所）1998年の空中写真をもとに筆者作成

（凡例）■：焼畑と休閑林　□：水田　■：屋敷地　■：焼畑放棄地

図５　K 村の土地森林利用の模式図
（出所）筆者作成

閑
林
の
ま
ま
で
放
棄
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
部
分
的
に
水
利

条
件
の
よ
い
土
地
で
は
、
わ
ず
か
な
が
らT

aling G
hok

の
水
田

化
が
試
み
ら
れ
て
い
る＊

５

。
さ
ら
に
北
側
に
行
く
と
、
岩
の
混
ざ
っ
た

フ
タ
バ
ガ
キ
科
林
（G

hok

）
が
占
め
て
お
り
、
農
地
と
し
て
は
不

適
で
あ
る
（
写
真
３
）。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
の
採
取
地
と

し
て
は
利
用
さ
れ
て
い
る
。

５
考
察

Ｋ
村
で
は
、
過
去
四
〇
年
間
で
農
地
の
利
用
形
態
が
大
き
く
変
化

し
て
い
っ
た
。
村
の
設
立
当
時
、
焼
畑
地
が
す
べ
て
で
あ
っ
た
農
地

は
、
平
地
村
で
の
居
住
経
験
を
き
っ
か
け
に
水
田
化
が
始
め
ら
れ
、

外
部
か
ら
の
援
助
に
よ
っ
て
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
政
府

に
よ
る
焼
畑
抑
止
策
も
、
水
田
化
の
動
き
を
加
速
さ
せ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｋ
村
で
は
、
①
平
地
村
で
の
水
田
へ
の
憧
れ
、
②
ベ
ト

ナ
ム
に
よ
る
技
術
支
援
、
③
政
府
の
焼
畑
の
抑
止
政
策
と
、
主
に
三

つ
の
要
因
に
よ
っ
て
水
田
へ
の
土
地
利
用
転
換
が
推
進
さ
れ
て
い
っ

た
。
①
に
つ
い
て
は
住
民
の
側
か
ら
の
自
発
的
な
要
因
で
あ
る
が
、

②
と
③
は
外
部
か
ら
の
圧
力
・
強
制
と
も
い
え
る
。
Ｋ
村
で
は
水
田

化
を
希
望
す
る
住
民
が
多
く
、
こ
れ
ら
外
的
な
要
因
を
取
り
込
み
つ

つ
、
土
地
利
用
転
換
を
促
進
し
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。
丘
陵
地
に

位
置
す
る
村
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
少
な
い
適
地
を
水
田
化
し
、
約

九
〇
％
も
の
世
帯
が
水
田
を
持
つ
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
水
田

へ
の
想
い
が
強
か
っ
た
と
い
え
る
。
現
地
滞
在
中
に
も
、
乾
燥
フ
タ

バ
ガ
キ
科
林
を
開
拓
し
、
水
田
化
を
試
み
る
世
帯
が
あ
っ
た
。

一
方
焼
畑
は
、
約
四
〇
％
の
世
帯
が
耕
作
を
し
て
い
る
の
み
で
あ

り
、
村
の
設
立
当
初
か
ら
大
き
く
減
少
し
た
と
い
え
る
。
前
述
の
と

お
り
、
こ
れ
は
農
地
の
水
田
化
に
よ
る
焼
畑
の
位
置
づ
け
が
相
対
的

に
下
が
っ
た
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
減
少
し
た
と
は

い
え
、
今
後
も
焼
畑
は
維
持
し
つ
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
る
。
Ａ
層
の

八
割
近
い
世
帯
が
焼
畑
耕
作
を
続
け
て
い
る
な
ど
、
水
田
を
補
完
す

る
重
要
な
コ
メ
の
供
給
源
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
Ｃ
層
に

お
い
て
も
、
多
く
の
世
帯
が
焼
畑
を
コ
メ
確
保
の
主
要
な
手
段
と
し

て
い
る
。
Ｋ
村
で
の
水
田
最
適
地
は
、
ほ
と
ん
ど
占
有
さ
れ
つ
く
さ

写真3　Gkok Hinと呼ばれる岩質の乾燥フタ
バガキ科林　（出所）筆者撮影
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れ
て
お
り
、
今
後
も
焼
畑
耕
作
を
続
け
る
必
要
性
は
残
っ
て
い
く
。

ま
た
、
Ｋ
村
の
住
民
に
と
っ
て
非
木
材
森
林
産
物
（
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
）

が
食
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
コ
メ
不
足
で
あ
っ

た
調
査
年
で
は
、
水
田
・
焼
畑
を
多
く
保
持
し
て
い
る
Ａ
層
の
世
帯

を
含
め
て
ほ
ぼ
す
べ
て
の
世
帯
が
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
を
コ
メ
の
代
用
食
と
し

て
利
用
す
る
に
至
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
が
重
要
な
救
荒
食
と
な
っ

た
。
通
常
の
年
で
も
、
コ
メ
生
産
量
の
限
ら
れ
て
い
る
Ｃ
層
な
ど
、

半
数
の
世
帯
が
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
、
ヤ
ム
イ

モ
の
重
要
性
は
非
常
に
高
い
。
ま
た
、
雨
季
の
主
要
な
副
食
と
な
る

タ
ケ
ノ
コ
も
、
Ｋ
村
に
お
い
て
は
重
要
な
食
料
源
で
あ
っ
た＊

６

。
そ
し

て
こ
れ
ら
Ｎ
Ｔ
Ｆ
Ｐ
は
、
主
に
乾
燥
フ
タ
バ
ガ
キ
科
林
で
採
取
さ
れ

て
い
る
。
乾
燥
フ
タ
バ
ガ
キ
科
林
の
農
地
と
し
て
意
味
は
高
く
な
く

て
も
、
住
民
た
ち
の
生
計
確
保
に
と
っ
て
重
要
性
は
高
い
。

ま
た
Ｋ
村
の
焼
畑
利
用
は
、T

urung

やT
urong

の
密
林
で
は

な
くPatensao

の
二
次
林
を
伐
開
し
て
成
立
さ
せ
て
い
る＊

７

。
つ
ま

り
、
政
府
が
憂
慮
す
る
よ
う
な
密
林
の
伐
開
と
い
っ
た
環
境
破
壊
に

至
る
こ
と
は
な
い
。
確
か
に
焼
畑
利
用
の
た
め
に
二
次
林
が
伐
開
さ

れ
森
林
資
源
は
一
時
的
に
喪
失
し
て
し
ま
う
。
土
地
条
件
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
六
～
一
五
年
程
度
後
に
は
、
二
次
林
が
再
び
出
現
し
て

い
る
。
ま
た
利
用
さ
れ
た
焼
畑
跡
地
は
、
そ
の
土
地
を
利
用
し
た
住

民
が
将
来
の
焼
畑
の
た
め
に
占
有
し
続
け
て
い
る
。
つ
ま
り
焼
畑
地

は
焼
畑
休
閑
地
と
は
、
一
体
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
焼
畑
休
閑

林
は
、
見
か
け
上
は
何
も
栽
培
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
っ
た
く
利
用

が
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
政
府
が
考
え
る
よ
う
な
価
値
の
な
い

「
空
い
た
休
耕
地
」
で
は
な
く
、
新
た
に
コ
メ
を
産
出
す
る
「
焼
畑

候
補
地
」
で
あ
る
。
ま
た
、
焼
畑
面
積
そ
の
も
の
も
徐
々
に
減
少
に

向
か
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｋ
村
の
焼
畑
耕
作
は
、
森
林
資
源
へ

の
圧
迫
を
徐
々
に
減
ら
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ

る
環
境
破
壊
へ
は
向
か
っ
て
い
な
い
。

地
域
住
民
に
よ
る
現
行
の
土
地
森
林
利
用
を
見
る
限
り
、
当
面
森

林
減
少
が
激
し
く
起
こ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
焼
畑
を
継
続
し
て
も
、

土
地
に
対
す
る
圧
力
は
低
い
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
住
民
独
自
の

慣
習
的
な
森
林
利
用
に
は
持
続
的
な
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ラ
オ

ス
林
野
行
政
が
森
林
管
理
に
予
算
や
人
材
を
裂
く
こ
と
が
で
き
な
い

状
況
で
は
、
地
域
住
民
の
慣
習
的
な
土
地
森
林
利
用
を
活
か
す
形
で

の
森
林
管
理
を
模
索
し
て
ゆ
く
こ
と
が
現
実
的
で
は
な
い
だ
ろ
う
か＊

８

。

◉
注

＊	

１	

森
林
面
積
が
増
加
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
生
物
多

様
性
が
増
大
し
た
り
、
住
民
の
生
計
に
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
と
は
言

い
難
い
こ
と
も
あ
る
（
関
ほ
か 

二
〇
〇
九
）。

＊	

２	

労
働
人
口
と
し
て
、
一
五
歳
以
上
六
〇
歳
以
下
の
住
民
に
つ
い
て

計
算
し
て
い
る
。

＊	
３	
Ｋ
村
は
国
の
保
護
地
域
の
領
域
内
に
あ
り
、
土
地
森
林
の
利
用
権

は
一
義
的
に
は
国
に
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
遠
隔
地
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
政
府
に
よ
る
保
護
地
域
管
理
政
策
は
厳
格
に
適
用
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
（H

yakum
ura 2010

）。
こ
こ
で
は
、
住
民
に
よ
る
慣

習
的
な
土
地
森
林
利
用
権
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

＊	

４	

Ｋ
村
が
保
護
地
域
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
一
九
九
三
年
で
あ
る
。

村
落
に
ま
で
実
際
に
周
知
が
図
ら
れ
る
ま
で
五
年
も
経
過
し
た
こ
と
に

な
る
（
百
村 

二
〇
〇
一
）。

＊	

５	

水
田
と
し
て
開
拓
し
て
も
、
う
ま
く
い
か
ず
放
棄
さ
れ
る
よ
う
な

土
地
も
あ
る
。
雨
季
に
十
分
な
水
が
確
保
で
き
な
か
っ
た
な
ど
、
水
条

件
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

＊	

６	

雨
季
の
調
査
期
間
中
、
村
に
滞
在
し
て
い
た
際
の
村
の
食
事
で

は
、
ほ
ぼ
毎
日
タ
ケ
ノ
コ
が
副
食
で
あ
っ
た
。

＊	

７	

森
林
休
閑
（
一
次
林
の
伐
開
）
よ
り
も
二
次
林
の
休
閑
（
ブ
ッ

シ
ュ
休
閑
）
を
好
む
事
例
は
、
多
く
の
研
究
者
が
す
で
に
指
摘
し
て
い

る
（
佐
藤 

一
九
九
九
）。
ま
た
、
二
次
植
生
を
地
域
住
民
が
持
続
的
に

利
用
し
て
い
る
事
例
は
、
竹
田
（
二
〇
〇
一
）
な
ど
に
も
記
載
さ
れ
て

い
る
。

＊	

８	

近
年
、
ラ
オ
ス
で
さ
か
ん
に
進
め
ら
れ
て
い
る
ユ
ー
カ
リ
・
ゴ
ム

な
ど
民
間
企
業
に
よ
る
土
地
利
用
転
換
が
こ
の
村
に
も
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
規
制
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
（LIW

G 2009

）。
た

だ
し
Ｋ
村
は
保
護
地
域
内
に
位
置
し
て
お
り
、
制
度
上
は
お
こ
り
え
な

い
は
ず
で
あ
る
が
。
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